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今月の主な内容

◆平和な世界をめざして …………………  ～ 

◆御浜トーク・地区懇談会・広報文芸 …  ～ 

◆合併通信…………………………………  ～ 

◆環境だより・バス・税務・年金 ………  ～ 

◆保健だより・お知らせ・新刊案内 ……  ～ 

◆ファインダーの向こう側 ………………  ～ 

◆ふれあい交差点・赤ちゃん ……………  ～ 

◆クッキング………………………………  

平成１５年 ８月１日発行
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　21世紀は、「平和の世紀」であると言われています。

　一昨年９月の同時多発テロ以来、米英によるイラク攻撃や北朝

鮮の問題など、緊迫した国際情勢が続いています。今こそ、核兵

器の廃絶と世界平和の実現に向け、努力していかなければなりま

せん。

　町では、これまで「非核平和の町宣言」を行うとともに、第５

福竜丸エンジン引き揚げの地として記念碑を建立するなど世界平

和に向けた取り組みを行ってまいりました。

　８月は、広島原爆記念日（６日）、長崎原爆記念日（９日）、終

戦記念日（１５日）など節目となる日もあり、命の尊さ、平和の

大切さを感じさせてくれる月です。

　お互いの気持ちを理解し、仲良く助け合う。環境や自然、生き

物を大切にする。そんな努力から平和はもたらされるのかもしれ

ません。一人ひとりが、戦争のない社会、平和な世界をつくるた

めにはどうしたらよいかを考えたり、みんなで話し合ったりして

みるのもよいのではないでしょうか。

　なお、町では、原爆パネル展や子どもを対象とした催しものを

行うとともに、各種団体の平和への取り組みを支援してまいりま

す。

活　　　　動 日　時・場　所 実 施 団 体 対　象 備　　　考

原爆パネル展 ８/１～７（終日）
中央公民館ロビー

町・教育委員会 町民全般

おはなしの会 ８/６　１４：００　
中央公民館ロビー

おはなしの会 子ども 読み聞かせ

平和のお話（お話おば
さんがやってきた！）

８/５～７　
各保育所

町（保育所） 保育園児 絵本などの読み聞かせ

職員ミーティング ８/１５　
エイジハウス

社会福祉法人エ
イジハウス

職員 平和について懇談

点字学習会 ８/２０
福祉センター

点字サークルあ
い

会員
定例活動の中での平和ミ―
ティング

平和のつどい2003 ８/２６　１３：３０
福祉センター

サンクス 町民全般
健康体操、ミニコンサート、
展示

夏の子ども会 ８月後半
阿田和光明寺

駒沢大学学生グ
ループ

子ども 平和コーナー

親子ふれあい教室 ８/３０　１３：３０
中央公民館

わがら元気塾 町民全般 ビデオ、お話

平和講話など ８月中　
一部小中学校

小中学校 児童・生徒

早朝ミーティング ８月中（３回）
阿田和郵便局

阿田和郵便局 職員
職員が交代で 1分間スピー
チ

＊色塗りされているものは、参加が可能な催しです。

＊ここに紹介した以外の団体で、8月中に平和についての取り組みを行った

り、行う予定の団体は、総務課（３－０５０５）までお知らせください。

平
和
な
世
界
を

め
ざ
し
て



23

第5福竜丸のエンジンと
御浜町

　米国の水爆実験によって、昭和２９年３月１日にビキニ環礁で被爆した第５福竜丸は、昭和３１年７
月改造され、東京水産大学の練習船となります。昭和 42年３月に廃船処分となりますが、そのエンジン
は尾鷲市の第３千代川丸に積変えられました。この船は、昭和４３年に濃霧のため、御浜町沖の熊野灘
で座礁、沈没。
　その後、和歌山県の市民グループによって、御浜町役場下の熊野灘沖合５０ｍ、水深１０ｍの海底で
発見され、平成８年１２月２日にエンジンが引き上げられました。
　御浜町では、このエンジンを非核・平和のシンボルとして一般展示を行った後、エンジンの引き上げ
を記念して役場本庁舎南側に記念碑を建立。
　数奇な運命をたどったこのエンジンは、現在東京夢の島の第５福竜丸展示館に寄贈され、多くの人々
に平和の尊さを語りかけています。

●テーマ●
・戦争の悲惨さや平和の尊さをみんなに訴えるもの

・核兵器の廃絶と軍備の縮小を訴えるもの

●応募資格●
御浜町内にお住まいの方、または御浜町内に通勤・通学している方

●応募方法●
①一人２点以内

②はがき、又は所定応募用紙（本庁、町民サービスセンター、神志山連絡所、尾呂志支所に設置）

を使用してください。（未発表のものに限ります。）

③氏名、住所、電話番号、年齢、学校名等（小・中学生のみ）を明記の上、下記の提出先へ提

出してください。ファックスでの応募も受付けます。

④町内の小・中学校に限り、学校単位での応募も受付けます。（９月５日 ( 金 ) までに担任の先

生に提出してください。）

●提出先●
御浜町大字阿田和 6120 － 1　　御浜町役場総務課　　FAX　２－３５０２

●募集期限●
平成１５年８月１日（金）～平成１５年９月１０日（水）（必着）

●表彰●
①最優秀賞　　３点（小学生、中学生、一般の部各１点）

②優秀賞　　１２点（小学生、中学生、一般の部あわせて１２点以内）

入賞者には、本人に通知するとともに、記念品を贈呈します。

●問い合わせ●
御浜町役場総務課　３－０５０５

平和啓発標語募集！
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「まちづくり」のことで知りたいこ

とはありませんか？

町行政について責任者から直接聴

きたいことはありませんか？

あなたのもとへ、職員がご説明に

うかがいます。

№ テ　　　　　ー　　　　　マ 担　当　課 備    考

1 市町村合併 総務課

2 行財政改革の推進 〃

3 広報広聴制度について 〃

4 役場本庁舎における ISO14001の取組み 〃

5 御浜町の財政 〃

6 自主防災組織の育成 〃

7 総合的なまちづくり 企画振興課

8 交通通信体系の整備 〃

9 地場産業の育成と地域振興 〃

10 税の概要について 税務住民課

11 国民年金について 〃

12 国民健康保険について 〃

13 いきいき広場事業（サテライトサービス） 福祉保健課

14 糖尿病予防事業 〃

15 介護保険と老人福祉対策 〃

16 子育て支援 〃

17 身近な環境問題 生活環境課

18 循環型社会の形成に向けて（施設見学可） 〃 ※ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

19 排水施設とトイレの水洗化 〃

20 阿田和クリーンセンターの働き（施設見学可） 〃 ※ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

21 御浜町の水道水（施設見学可） 〃 ※各浄水場

22 御浜町における農業農村整備事業 農林水産課

23 農業振興地域整備計画 〃

24 野生鳥獣による農作物被害について 〃

25 道路整備の内容 建設課

26 地籍調査事業 〃

27 これからの学校教育のあり方 教育委員会

28 尾呂志小・中学校の教育方針 〃

29 御浜町奨学金制度 〃

30 生涯学習の推進 〃

31 人づくりの推進 〃

32 人権施策の推進 〃

33 青少年健全育成 〃

34 文化財の推進 〃

35 文化の振興 〃

36 生涯スポーツの振興 〃

37 議会の概要 議会事務局

38 会計制度の概要 会計課

＊
み
な
さ
ん
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
テ
ー
マ
は
、
左
の
表
の
38
と
お
り
。

厳
選
し
た
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。

＊
参
加
規
模
が
10
人
以
上
の
町
民
の
人
か
ら
な
る
集
会
（
区
・
自
治
会
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
O
、
仲
間
同
士
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
団
体
で
も
結
構
で

す
）
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

＊
日
時
は
、
相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。（
夜
間
Ｏ
Ｋ
。
但
し
、
土
日
祝
日

を
除
く
）
時
間
は
90
分
程
度
を
基
本
と
し
ま
す
。

＊
費
用
は
無
料
で
す
が
、
会
場
準
備
な
ど
は
依
頼
さ
れ
る
団
体
で
お
願
い

し
ま
す
。

＊
お
申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込
書
を
総
務
課
調
整
室
、
ま
た
は
支
所
・

連
絡
所
・
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
尚
、
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。（
団
体
名
・
代
表
者

氏
名
・
連
絡
先
・
テ
ー
マ
・
希
望
日
時
・
会
場
名
・
人
数
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
）

†
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

調
整
室
（
担
当 

鈴
木
）


３
│
０
５
０
５　

FAX
２
│
３
５
０
２

e
-
m

a
il :

s
o
u
m

u
k
a
@

to
w

n
.m

ih
a
m

a
.m

ie
.jp

御浜トーク御浜トーク

※は見学先
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鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署

雨
俄にわ
か

　

猫
も
逃
げ
込
む　

は
た
た
神 

 

桧
作　

豊
子

時
の
日
の　

カ
ラ
ク
リ
時
計　

能
を
舞
ふ 

大
川　

青
螺

沖
荒
れ
て　

一いっ
船せん
見
え
ず　

夏
薊
あ
ざ
み 

 

和
田
真
沙
恵

水
神
の　

沖
を
見
て
い
る　

卯うづ
き月

波 

畑
林　

桐
花

青
鷺さぎ
の　

田
の
面も
を
見
張
る　

如ごと
く
佇た
つ 

石
橋　

寛
朝

あ
と
一
句　

出
来
ぬ
厨
く
り
やや　

五さつ
き月

闇 

小
野
は
る
み

紫あ
じ
さ
い

陽
花
や　

職
場
に
馴
れ
し　

孫
の
顔 

榎
本　

宣
子

卯
の
花
や　

匂
い
う
す
れ
て　

垣
に
咲
く 

岡
本
三
八
重

す
い
す
い
と　

金
魚
が
泳
ぐ　

祭
の
日 

小
六 

兼
安
か
お
り

夏
の
雲　

ふ
あ
ふ
あ
白
い　

ク
ッ
シ
ョ
ン
だ 

小
六 

小
野
ま
あ
り

暮
れ
な
づ
む　

峡かい
の
卯
の
花　

明
か
り
か
な 

河
辺　

憲
生

夏
柳　

芭
蕉
の
句
碑
に　

陰
作
る 

須
崎
久
美
子

六
月
の　

風
に
の
せ
く
る　

谷
の
音 

仁
井
田
御
浜
児

睡すい
れ
ん

蓮
の　

花
突
き
上
げ
て　

鯉
泳
ぐ 

浦　
　

正
枝

ホ
ト
ト
ギ
ス　

踏
み
込
む
足
を　

と
め
ら
れ
て 

福
井　

松
翠

噎む
せ
る
ほ
ど　

笹
百
合
匂
ふ　

仏
間
か
な 

下
川　

幸
子

菖しょ
う
ぶ蒲

湯
や　

か
た
く
握
り
し　

赤
子
の
掌て 

長
尾　

あ
や

家
ん
中　

馥ふく
い
く郁

と
し
て　

豆
ご
は
ん 

後
呂　

智
子

み
は
ま
広
報
俳
句
六
月
抄

平成15年度
町政懇談会

市町村合併の説明をさせていただき、

町民の皆さんのご意見やご要望を聞かせ

ていただくために町長がお伺いします。

日程・場所は次のとおりです。多数の

参加をお待ちしております。

平成15年度
町政懇談会

８月１９日（火）下市木公民館

８月２１日（木）志　原公民館

８月２５日（月）阿田和公民館

８月２６日（火）神　木公民館

８月２７日（水）上市木公民館

８月２９日（金）尾呂志公民館

※開催時間はいずれも午後７時から９時までです。

†問い合わせ先†

　総務課調整室　３─０５０５

警
察
官
Ｂ
、

警
察
事
務
Ｂ
・
Ｃ
募
集

　

三
重
県
警
察
で
は
、
平
成
16
年

２
月
採
用
の
警
察
官
及
び
平
成
16

年
４
月
採
用
予
定
の
警
察
官
と
警

察
事
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
警
察
官
Ｂ　

・
受
付
期
間

　
　
　

８
月
１
日
〜
22
日　

・
第
１
次
試
験
日

　
　
　

９
月
21
日
（
日
）

●
警
察
事
務
Ｂ
・
Ｃ

・
受
付
期
間

　
　
　

８
月
８
日
〜
29
日

・
第
１
次
試
験

　
　
　

９
月
28
日
（
日
）

行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
の
開
設

　

三
重
県
警
察
で
は
、
家
出
を
し

て
自
殺
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
や
何

年
も
消
息
の
な
い
人
な
ど
の
安
否

を
気
遣
っ
て
お
ら
れ
る
家
族
や
身

内
の
方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
臨
時
相
談
所

熊
野
警
察
署
内

９
月
28
日(
日)

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

◆
常
設
相
談
所

三
重
県
警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課


０
５
９
│
２
２
２
│
０
１
１
０

†
問
い
合
わ
せ
先
†

鵜
殿
警
察
署


０
７
３
５
│
３
３
│
０
１
１
０
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公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、

第
4
回
南
郡
熊
野
4
市
町
合
併
協
議
会
報
告

議
案
第
10
号
の
２
（
新
市
の

名
称
）

小
委
員
会
（
委
員
９
名
で
組

織
）
で
内
容
を
検
討
し
、
公
募
を

実
施
す
る
。
公
募
の
範
囲
は
「
特

に
制
限
を
設
け
な
い
」
と
し
、
８

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
ヶ

月
間
を
募
集
期
間
と
す
る
。（
詳

し
い
応
募
内
容
は
、
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
下
さ
い
。）

議
案
第
11
号
の
２
（
新
市
の

事
務
所
の
位
置
）

新
庁
舎
は
建
設
を
せ
ず
に
、
現

在
の
庁
舎
を
活
用
し
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
利
用
の
方
式
は
、
具

体
的
な
利
用
案
を
次
回
に
示
し
、

継
続
し
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
16
号
（
使
用
料
・
手

数
料
の
取
扱
い
）


使
用
料

・
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
当
分
の
間
、
現
行
ど

お
り
と
す
る
。
な
お
、
各
市
町

で
同
一
又
は
類
似
の
施
設
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
統
一
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

・
道
路
占
用
料
、
河
川
占
用
料
、

都
市
公
園
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
新
市
移
行
時
に
制
度
を
統

一
す
る
。

・
減
免
規
定
に
つ
い
て
は
、
新
市

移
行
時
に
一
元
化
す
る
よ
う
調

整
を
行
な
う
。


手
数
料

・
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
一
体
性

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
「
負

担
公
平
の
原
則
」
に
よ
り
、
新

市
移
行
時
に
統
一
す
る
。

・
各
市
町
独
自
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
実
績
を
尊
重

し
、
新
市
全
体
の
均
衡
を
保
つ

よ
う
に
調
整
す
る
。

・
他
の
補
助
金
に
整
理
統
合
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る

も
の
と
す
る
。


事
業
補
助
金
等

・
4
市
町
で
同
一
あ
る
い
は
同
種

議
案
第
17
号
（
公
共
的
団
体

等
の
取
扱
い
）

合
併
通
信

合
併
通
信

議
案
第
14
号
（
南
郡
熊
野
４

市
町
合
併
協
議
会
規
約
の
改

正
）

協
議
会
規
約
第
７
条
の
委
員
の

う
ち
、「
１
市
３
町
の
議
会
の
代

表
」
を
「
１
名
」
か
ら
「
２
名
」

に
改
正
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
議
会

代
表
委
員
が
１
名
ず
つ
増
え
、
合

計
25
名
と
な
り
ま
し
た
。　

議
案
第
11
号
の
３
（
新
市
の

事
務
所
の
位
置
）

本
庁
方
式
、
分
庁
方
式
、
総
合

支
所
方
式
、
分
庁
総
合
支
所
混
合

議
案
第
15
号
（
新
市
建
設
計

画
に
か
か
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
報
告
）

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
合

併
協
議
会
だ
よ
り
３
号
・
４
号
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

第
5
回
南
郡
熊
野
4
市
町
合
併
協
議
会
報
告

新
市
の
速
や
か
な
一
体
性
を
確
立

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
調
整
に
努

め
る
。

（1）
４
市
町
に
共
通
し
て
い
る
団

体
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

新
市
移
行
に
あ
わ
せ
て
統
合
す

る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

（2）
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
統
合
に
向

け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

調
整
に
努
め
る
。

（3）
独
自
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。

議
案
第
18
号
（
補
助
金
、
交

付
金
等
の
取
扱
い
）

　

補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
情
等

に
配
慮
し
、
新
市
発
足
後
速
や
か

に
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。


団
体
運
営
費
等
補
助
金

・
同
一
の
団
体
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
当
該
団
体
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
一
元
化
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

・
各
市
町
で
同
種
の
団
体
に
対
す

る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
当
該

団
体
の
意
向
を
尊
重
し
、
団
体

の
統
合
に
併
せ
て
一
元
化
す
る

方
向
で
検
討
す
る
。

の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
制
度

の
統
一
に
向
け
て
調
整
す
る
。

・
各
市
町
独
自
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
実
績
を
尊
重

し
、
新
市
全
域
の
均
衡
を
考
慮

し
な
が
ら
調
整
す
る
。

・
他
の
補
助
金
、
制
度
に
整
理
統

合
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
廃

止
す
る
。
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「知ってほしい役場のしごと」（2003年度版）
についてのご意見をお聞かせください！

「知ってほしい役場のしごと」（2003年度版）
についてのご意見をお聞かせください！
御浜町では、新しい時代のまちづくりを町民のみなさんと一緒にすすめるため、「知って
ほしい役場のしごと」（2003年度版）を作成し、全戸配布（広報みはま５月号折込）させ
ていただきました。この資料は、町民のみなさんに、今年度に町が行う主な事業と予算の概
要についてお知らせし、町行政に関心をもってもらうことを目的としたものです。
町民のみなさんにその年の全体事業をお知らせすることは、今回が初めてであり、わかり
にくい表現や内容もあったのではないでしょうか。今後の情報提供のあり方の参考とするた
め、町民のみなさんからこの資料についてのご意見・ご要望をお聞かせください。

議
案
第
19
号
（
財
産
の
取

扱
い
）

４
市
町
の
所
有
す
る
財
産
、
公

の
施
設
及
び
債
務
は
、
全
て
新
市

に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
な
お
、

分
収
林
（
林
地
と
立
木
の
所
有
者

が
異
な
り
両
者
で
収
穫
を
一
定
割

合
に
分
け
る
こ
と
を
定
め
た
林
野
）

契
約
に
つ
い
て
は
新
市
に
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。
有
馬
・
井
戸
財

産
区
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
財
産
区
有
財
産
と
し
て
新
市

に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

・
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
合
す
る
。

・
分
団
等
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

原
則
そ
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継

ぐ
こ
と
と
す
る
。

・
消
防
団
報
酬
・
手
当
に
つ
い
て

は
合
併
時
に
一
元
化
を
図
る
。

・
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、

消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
、
殉
職
者
特

別
賞
じ
ゅ
つ
金
、
に
つ
い
て
は

南郡熊野４市町合併協議会ホームページ

http.//www.ztv.ne.jp/web/nkgappei/index.shtml

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

調
整
室


３
│
０
５
０
５

※
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
御
浜
出

前
ト
ー
ク
も
受
付

け
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
20
号
（
消
防
団
の

取
扱
い
）

議
案
第
21
号
（
地
域
振
興

事
業
の
取
扱
い
）

地
域
振
興
事
業
・
地
域
助
成
に

つ
い
て
は
、
制
度
を
再
編
し
、
新

市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
す
る
。

議
案
第
22
号
（
窓
口
業
務

の
取
扱
い
）

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
調
整
す
る
。

方
式
の
４
と
お
り
の
利
用
計
画

（
例
）
が
示
さ
れ
、
協
議
さ
れ
ま

し
た
が
決
定
に
は
至
ら
ず
、
更
に

継
続
し
て
協
議
が
さ
れ
ま
す
。

現
行
ど
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

・
消
防
団
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

は
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す

る
。

ご意見等をお寄せいただくには・・・

●方　法
メール、電話、ファックス、手紙、まちづくり提案箱

（役場本庁・福祉健康センター・町民サービスセンター・

神志山連絡所・尾呂志支所）など

●あて先
御浜町阿田和６１２０─１

御浜町役場総務課　（担当：中村）

 　３─０５０５　　FAX　２─３５０２
メール　soumuka@town.mihama.mie.jp

●期　限
平成１５年９月３０日まで

※お断り
お寄せいただいたご意見等とその対応につ
いては、ホームページ上で公表させていた
だくこともあります。（氏名、住所等の個人
情報は、非公開）
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環 境 だ よ り環 境 だ よ り

　現在、資源ごみ (布類 )の収集品目は、衣料品全般・シーツ・毛布・カーテン・タオルケット等とな
っております。しかし、衣料品の中にもリサイクル可能なものと不可能なものがあり、また資源受け入
れ先から、収集品目以外のものの混入がみられるとの苦情も寄せられております。
　そのため、次回８月収集分から下記のように変更させていただきます。お手数をおかけしますが皆様
の更なるご理解とご協力をお願いいたします。

資源ごみ（布類）の名称・収集品目変更のお知らせ

●ごみの名称が変わります
　収集品目が変更になったことに伴い、これまでのごみの名称を次のとおり変更します。

変更前
資源ごみ（布類） →

変更後

資源ごみ（衣類等）

●資源ごみ（衣類等)の収集品目が変わります

　資源ごみ(衣類等)の日に収集できるもの

　濡れ、汚れ、破れがなく洗濯済みのもので、

　◎古着としてリサイクルできる衣類（※ 収集できないもの に記載してある以外のもの）

　◎シーツ・毛布・タオルケット・家庭用カーテン

　資源ごみ(衣類等)の日に収集できないもの

　◎濡れ、汚れ、破れのいずれかがあるもの

　◎洗濯していないもの

　◎古着としてリサイクルできない衣類

　　（綿入りの服・手袋・靴下・軍手・足袋・ストッキング・スキーズボン等）

　◎衣類以外のもの

　　（裁断くず・ふとん・マット類・座布団・ぬいぐるみ・まくら・風呂敷・クッション・カーペット等）

　※カーペットと大型ぬいぐるみは粗大ごみの日に、それ以外のごみは燃料ごみの日に燃料
　　ごみと別の袋に入れて出して下さい。

　ご不明な点は生活環境課（３－０５１３・有線３０３８）までお問い合わせください。

　

他
人
の
所
有
地
に
廃
棄
物
を
違

法
に
捨
て
る
と
不
法
投
棄
に
な

り
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
16
条
に
よ
り
厳

し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
に
よ
っ
て
私
た
ち
の

生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
不
法
投
棄
の
現
場

を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
役

場
生
活
環
境
課
（

３
│
０
５
１

３
）
又
は
鵜
殿
警
察
署
生
活
安
全

課
（

０
７
３
５
│
３
３
│
０
１

１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参　

考

（
投
棄
禁
止
）

第
16
条　

何
人
も
、
み
だ
り
に

廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

（
罰
則
）

第
25
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
若
し
く
は
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ

れ
を
併
科
す
る
。

第
25
条
第
８
号　

第
16
条
の
規

定
に
違
反
し
て
、
廃
棄
物
を
捨
て

た
者

第
32
条
第
１
号　

第
25
条
第
８

号
（
産
業
廃
棄
物
に
係
る
場
合
に

限
る
。）
１
億
円
以
下
の
罰
金
刑

な
く
そ
う
！

不
法
投
棄
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乗って残そう
みんなのバス
乗って残そう
みんなのバス

　御浜町内の路線バス（国道42
号を運行する路線を除きます。）
は、すべて、行政が運行する自主
運行バスです。それぞれの路線
を紹介しますので、ぜひご利用
ください。

熊野古道瀞流荘線

　国道３１１号を走る路線です。紀和町の瀞流荘から川瀬、上野、

阪本、上市木、神木を経て、熊野市駅、木本高校までの路線です。近

大高専、木本高校への通学、熊野市内への通院、買い物等に便利で

す。御浜町、紀和町、熊野市の３市町が協同で運行しています。

瀞流荘紀南病院線

　尾呂志街道を走る路線です。紀和町の瀞流荘から、川瀬、栗須、西原、中立を経て、紀南病院までの路線です。紀南高

校への通学、紀南病院への通院、買い物等に便利です。御浜町と紀和町が協同で運行しています。

さぎりの里コース

　川瀬、上野、阪本を経て、市木から役場、紀南病院までの路線です。朝一番のバスは市木で、熊野市方面へのＪＲに乗

り継ぎができます。8月1日からは、住民の利便性を考え、尾呂志街道を奴田野口まで行き、折り返して、尾呂志学園の

前を通り、３１１号に出るルートに変更いたします。

みょうけん山コース

　神木、原地神社から志原を経て、役場、紀南病院までの路線です。沿線の医院、紀南病院への通院等に便利です。８月

１日からは、中倉橋から東地、善昌寺を経て原地神社へ行くルートに変更いたします。

　さぎりの里コース、みょうけん山コースは御浜町が運行しています。

　これらのバス運賃は、今年度から多くの住民の皆さんに利用してもらおうと値下げし、１００円間隔で分かりやす

くしました。また、６枚綴りで５枚分の料金（1枚サービス）のお得な回数券も用意しています。格安の瀞流荘の温泉入

浴券付回数券もあります。是非、ご利用ください。

　また、すべての路線バスは、日曜・祝日も運行する「年中運行」としました。今月号の広報に御浜町、紀和町、熊野市が

運行する自主運行バスの時刻表を折り込んでいます。ご活用下さい。

　なお、これらのバスは、県の補助金の交付を受け運行していますが、運賃収入が少なくなると補助金が交付されな

くなり、運行の継続が厳しくなります。みんなの公共交通機関として、乗って残そうという気持ちが大切です。皆さ

ん、多数ご利用下さい。

　詳しいことは、企画振興課（３－０５０７）までお問い合わせ下さい。

お
も
ち
ゃ
花
火
の
取
り

　

扱
い
に
つ
い
て
の
注
意

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
を
避

け
、
周
り
に
危
険
の
な
い
場
所

で
や
り
ま
し
ょ
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
大
人
の
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し

ょ
う
。

・
後
始
末
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

を
読
ん
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
人
に
向
け
た
り
、
た
く
さ
ん
の

花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
た
り

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
風
の
強
い
と
き
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

消
防
設
備
等
の

　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て

　

消
防
用
設
備
等
を
設
置
し
て
い

る
防
火
対
象
物
の
関
係
者
は
、設
置

さ
れ
た
消
防
用
設
備
等
の
維
持
管

理
が
必
要
で
す
。点
検
資
格
者
に
よ

る
点
検
を
実
施
し
て
、い
ざ
と
い
う

時
に
使
用
で
き
る
よ
う
適
切
に
維

持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
市
消
防
本
部
予
防
課


０
５
９
７
│
８
９
│
０
９
９
４

消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ

7月19日に行わ

れた熊野古道瀞

流荘線の運行式

の様子（紀和町

瀞流荘にて）
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財産を相続したとき

※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！

†問い合わせ先†尾 鷲 税 務 署０５９７－２２－２２２２

個人事業者の方で、前年分の確定消費税額（地方消費税額含む。）が
60万円を超える方は、消費税・地方消費税の中間申告と納税が必要とな
りますので、所轄の税務署に「消費税及び地方消費税の中間申告書」を
提出するとともに、消費税額・地方消費税額を納付しなければなりませ
ん。
（法）消費税法の改正により平成１６年４月１日以降に開始する課税
期間については、中間申告の申告・納付回数が改正されます。

消費税・地方消費税（個人事業者）の中間申告と納税

災　害　と　税

地震、火災、風災害などの災害によって、住宅や家財などに損害を受
けたときは確定申告の際に、

　①「所得税法」に定める雑損控除
　②「災害減免法」に定める税金の軽減免除
のどちらか有利な方法を選ぶことによって、所得税の全部又は一部を軽
減することができます。

相続税は、相続や遺贈によってもらった「正味の遺産額」が「基礎控
除額」を超える場合に、その超える額に対して課税されます。つまり、
正味の遺産額が基礎控除額の範囲内であれば、相続税はかかりません。
　　　　　　　　　　↓
　５，０００万円＋１，０００万円×法定相続人の数

国
民
年
金
で
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
納
付
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
任
意
加
入
（
60
歳
以

降
で
受
給
権
を
付
け
る
た
め
任
意

で
加
入
し
て
い
る
等
）
の
方
及
び

学
生
の
方
は
、
申
請
免
除
の
適
用

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
（
保
険
料
の
納
付
が
卒
業

ま
で
猶
予
さ
れ
る
）」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類
（
学
生
証
等
）
を
持
参

の
う
え
、
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
注
１
）
昨
年
に
引
続
き
申
請

を
行
な
う
場
合
は
、
７
月
か
ら

８
月
末
頃
ま
で
に
手
続
き
し
て

下
さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
り
納
付
を
要
す
る
期
間

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
免

除
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
保
険
料
納
付
が
必
要
で
す
。

（
注
２
）
半
額
免
除
が
承
認
さ

れ
た
場
合
、
半
額
保
険
料
の
納

付
が
必
要
で
す
。

（
注
３
）
失
業
さ
れ
て
い
る
方

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
証
ま

た
は
離
職
者
票
の
写
し
な
ど
の

添
付
が
必
要
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当　

林
）

国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除

本人・配偶者・世帯主のそ
れぞれの前年所得（※失業
した方の所得は除かれます）

全額
免除

３５万円以下
扶養親族等があれば加算
されます。

半額
免除
（注２）

６８万円以下
扶養親族等があれば加算
されます。

申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
が
次
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
に
、
全
額
ま
た
は
半

額
の
保
険
料
納
付
が
申
請
月
の
前

月
か
ら
免
除
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
、
役
場
税
務
住
民

課
・
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

支
所
・
連
絡
所
で
毎
年
必
要
で

す
。（
注
１
）

●
申
請
（
全
額
・
半
額
）
免
除
は

　

８
月
中
旬
に
、国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
納
税
通
知
書（
第
３
期

分
か
ら
第
６
期
分
）が
届
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、８
月
は
、町
県
民
税
第
２
期
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
３

期
の
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

　

納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
限
９
月
１
日（
月
）

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ





　
中
央
公
民
館
へ
、
次
の
方
か
ら

図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
田
和　

奥
地　

昭
子　

さ
ん
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

8月

No.272

アルコールについて知ろう

21
世
紀
の
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康
日

本
21
」
で
は
、「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
量
」
は
、

純
ア
ル
コ
ー
ル
に
換
算
し
て
一
日
平
均
20
ｇ
程

度
と
し
て
い
ま
す
。
男
性
に
比
べ
て
ア
ル
コ
ー

ル
に
比
較
的
弱
い
と
さ
れ
る
女
性
や
高
齢
者
、

少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く
な
る
体
質
の
人
は
、

さ
ら
に
少
な
く
お
さ
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
の
12
の
飲
酒

ル
ー
ル

①
飲
酒
は
１
日
平
均
２
単
位
以
下

　

１
単
位
と
は
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
10
ｇ
。
２

単
位
と
は
ビ
ー
ル
だ
と
中
ビ
ン
１
本
、
日
本
酒

で
１
合
弱
、
ウ
イ
ス
キ
ー
で
ダ
ブ
ル
１
杯
、
ワ

イ
ン
で
は
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
２
杯
弱
の
量
で
す
。

②
女
性
・
高
齢
者
は
少
な
め
に

血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
高
く
な
り
や
す
く
、

臓
器
障
害
を
起
こ
し
た
り
、
依
存
を
早
め
た
り

し
ま
す
。

③
す
ぐ
赤
く
な
る
体
質
の
人
は
少
な
め
に

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
遅
い
た
め
、
飲
酒
量

を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

④
た
ま
に
飲
ん
で
も
大
酒
し
な
い

回
数
が
少
な
く
て
も
一
時
に
大
量
に
飲
む
と
、

臓
器
障
害
を
起
こ
し
た
り
、
事
故
の
危
険
を
増

加
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

⑤
食
事
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と

空
腹
時
や
一
気
に
飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

血
中
濃
度
が
急
速
に
上
が
り
、
悪
酔
い
や
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
濃
い

酒
は
薄
め
て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
寝
酒
は
極
力
控
え
よ
う

寝
酒
は
、
睡
眠
を
浅
く
し
ま
す
。
健
康
な
深

い
睡
眠
を
得
る
た
め
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
力

を
借
り
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑦
週
に
２
日
は
休
肝
日

肝
臓
を
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
解
放
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
依
存
も
予
防
で
き
ま
す
。

⑧
薬
物
治
療
中
は
断
酒

ア
ル
コ
ー
ル
は
薬
の
効
果
を
強
め
た
り
弱
め

た
り
し
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
と
一
緒
に
飲
む
と
、

依
存
を
早
め
る
薬
も
あ
り
ま
す
。

⑨
入
浴
・
運
動
前
は
断
酒

心
循
環
器
系
へ
の
変
化
を
起
こ
し
危
険
で
す
。

⑩
妊
娠
・
授
乳
中
は
断
酒

お
な
か
の
胎
児
に
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
授
乳
期
の
母
乳
に
入
り
、

乳
児
の
発
達
を
阻
害
し
ま
す
。

⑪
依
存
症
者
は
生
涯
断
酒

飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
こ
と
が

特
徴
で
、
断
酒
を
続
け
る
こ
と
が
唯
一
の
回
復

方
法
で
す
。

⑫
定
期
的
に
健
診
を

定
期
的
に
肝
機
能
検
査
な
ど
を
受
け
て
、
飲

み
す
ぎ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◆
未
成
年
者
の
飲
酒
問
題

最
近
の
調
査
で
は
、
未
成
年
者
の
飲
酒
者
数

は
喫
煙
者
数
と
と
も
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
未
成
年
者
が
初
め
て
飲
酒
す
る
き
っ
か
け

は
、
意
外
に
も
家
族
と
の
食
事
が
多
い
よ
う
で

す
。
親
が
自
覚
し
て
未
成
年
者
に
お
酒
を
与
え

な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

《
未
成
年
者
が
飲
酒
し
て
は
い
け
な
い
理
由
》

①
大
人
よ
り
も
お
酒
が
身
体
に
与
え
る
影
響
が

大
き
く
、
短
期
間
で
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
悪

影
響
が
生
じ
る
。

②
身
長
・
体
重
の
伸
び
が
悪
く
な
る
な
ど
体
の

成
長
を
妨
げ
る
。

③
雰
囲
気
に
よ
っ
て
無
理
に
飲
酒
す
る
こ
と
が

多
く
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
お
こ
し
や

す
い
。

④
大
人
に
比
べ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
が
早
期
に

形
成
さ
れ
る
。

⑤
飲
酒
が
判
断
を
誤
ら
せ
、
交
通
事
故
や
性
感

染
症
な
ど
の
原
因
に
な
り
や
す
い
。

⑥
飲
酒
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
タ
バ
コ
、
さ
ら

に
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
に
手
を
出
し
や
す
い
。

⑦
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

飲
酒
す
る
傾
向
は
、
子
ど
も
の
法
律
軽
視
に

つ
な
が
る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

赤ちゃんの散歩
～日光浴より外気浴～

過剰な飲酒は

生活習慣病を引き起こします生活習慣病を引き起こします

　

日
光
の
浴
び
す
ぎ
が

有
害
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
の
皮
膚
は
大
人

よ
り
デ
リ
ケ
ー
ト
。
日

光
を
浴
び
す
ぎ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、
日
光
は
季

節
を
問
わ
ず
浴
び
る
も
の
で
す
。

戸
外
で
過
ご
せ
ば
い
や
で
も
浴
び

ま
す
し
、
少
々
曇
っ
て
い
て
も
同

じ
こ
と
で
す
。
5
月
か
ら
9
月

ま
で
は
、
比
較
的
日
中
の
紫
外
線

が
強
い
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
散
歩

は
出
来
る
だ
け
朝
夕
の
時
間
帯
に

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
肥満の問題点と対策

コレステロールが高いと
言われた人に

飛 蚊 症

婦人の尿失禁

自分で出来る
歯の健康チェック

8月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154
女
性
相
談
の
お
知
ら
せ

　

夫
婦
や
男
女
関
係
の
問
題
（
家

庭
問
題
、
結
婚
・
離
婚
、
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
等
）、
地
域
や
職

場
で
の
人
間
関
係
、
生
活
上
の
困

り
ご
と
な
ど
、
女
性
が
抱
え
る
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
や
心
配
事
に
つ
い

て
、
婦
人
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
、
解
決
の
方
法
を
共
に
考
え
、

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
や
恋
人
な
ど
親
し
い

関
係
に
あ
る
男
女
間
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
婦
人
相
談
員
が
お
受
け

し
、
相
談
内
容
、
個
人
の
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

【
相
談
場
所
（
月
・
木
曜
日
）】

三
重
県
紀
南
保
健
福
祉
部　

生

活
・
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

熊
野
市
井
戸
町
３
８
３


０
５
９
７
│
８
５
│
４
１
０
１

†
問
い
合
わ
せ
先
†

教
育
委
員
会


３
│
０
５
２
６（
担
当　

畑
中
）

御
浜
町
福
祉
医
療
費

助
成
受
給
資
格
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

現
在
対
象
年
齢
の
接
種
率
が
全

国
的
に
低
下
し
て
い
て
、
こ
の
ま

ま
免
疫
の
低
い
人
が
増
え
る
と
、

将
来
風
疹
の
感
染
に
よ
る
先
天
性

【
内
容
】

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の
要
否
判

定
、
等
級
変
更
、
補
装
具
の
要
否

判
定
等
に
つ
い
て
、
県
の
身
体
障

害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
11
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
２
時 

（
受
付
）

午
後
２
時
〜 

（
診
察
）

【
場
所
】
紀
南
病
院

【
診
察
内
容
】
整
形
外
科
・
耳
鼻

科
（
聴
覚
に
関
す
る
も
の
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課


３
│
０
５
１
５
（
担
当 

鈴
木
）

心
身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
一
人

親
家
庭
等
・
老
人
（
68
・
69
歳
）・

寡
婦
の
方
に
対
し
て
行
っ
て
い
る

御
浜
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
つ
き

ま
し
て
、
平
成
15
年
９
月
１
日
以

降
、
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は

受
給
資
格
証
の
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

対
象
者
の
方
は
、
役
場
よ
り
送

付
さ
れ
た
「
更
新
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
８
月
18
日

（
月
）
ま
で
に
福
祉
保
健
課
ま
た

　

昨
年
ま
で
御
浜
町
で
は
、
初
盆

の
お
宅
に
お
供
え
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
に
伴
う

交
際
費
の
見
直
し
に
よ
り
、
本
年

よ
り
お
供
え
を
廃
止
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご

理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
昨
年
は
23
万
２
千
円
を

お
供
え
と
し
て
支
出
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
も
既
に

廃
止
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

調
整
室


３
│
０
５
０
５
（
担
当　

仲
）

は
町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
支

所
、
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

鈴
木
）

風
疹
予
防
接
種

初
盆
お
供
え
の

廃
止
に
つ
い
て

異
常
児
の
出
生
や
そ
れ
を
恐
れ
た

人
工
妊
娠
中
絶
が
急
増
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
未
接
種
者

を
対
象
に
平
成
15
年
９
月
30
日
ま

で
無
料
に
て
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
。
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

†
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
住
民
健
康
係


２
│
３
８
１
１　
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情
に
あ
る
国
だ
。

今
回
私
は
、
国
境
な
き
医
師
団

（
Ｍ
ｅ
ｄ
ｅ
ｃ
ｉ
ｎ
ｓ　

Ｓ
ａ
ｎ

ｓ　

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
）
か

ら
こ
の
国
に
半
年
間
派
遣
さ
れ
た

の
だ
が
、
本
書
は
そ
の
奮
闘
と
涙

と
笑
（
？
）
の
記
録
で
あ
る
。
国

際
協
力
に
興
味
の
あ
る
人
に
と
っ

て
は
、
多
少
な
り
と
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
内
容
な
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

<

ま
え
が
き
よ
り>

世界で一番いのちの短い国
　シエラレオネの
　　　国境なき医師団

山本　敏晴 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ

み
な
さ
ん
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に

あ
る
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
？
私
の
ま
わ
り
の

友
人
数
人
に
た
ず
ね
て
み
た
と
こ

ろ
、
だ
れ
一
人
と
し
て
知
ら
な
か

っ
た
が
、
お
お
よ
そ
こ
ん
な
国
で

あ
る
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
両
端
に
は
セ

ネ
ガ
ル
や
ギ
ニ
ア
な
ど
の
国
々
が

あ
る
が
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
は
ギ
ニ

ア
の
隣
に
位
置
す
る
小
国
だ
。
面

積
は
北
海
道
ほ
ど
で
、
人
口
は
約

四
百
五
十
万
人
。

こ
の
国
は
、
世
界
一
悪
い
医
療

統
計
記
録
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

た
と
え
ば
平
均
寿
命
は
二
十
五

〜
三
十
五
歳
と
世
界
最
短
で
あ
り
、

日
本
人
の
平
均
が
七
十
五
〜
八
十

五
歳
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

わ
ず
か
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
連
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
か
ら
つ
ね
に

注
目
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
り
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
世
界
最
悪
の
医
療
事

アイメイトと生きる

 塩屋　賢一 著

失踪 西村　京太郎 著

大ピラミッドは宇宙からの遺産か？

 南山　宏 著

（中央公民館）

　

昨
年
、
無
登
録
農
薬
が
全
国
的

に
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
と
な
り
、
国
民
の

「
食
」
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
12
月
に
農
薬

取
締
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
３

月
か
ら
こ
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
、
①

無
登
録
農
薬
の
製
造
・
輸
入
・
使

用
の
禁
止
（
販
売
は
従
来
か
ら
禁

止
）
②
農
薬
使
用
基
準
に
違
反
す

る
農
薬
使
用
の
禁
止
③
罰
則
の
強

第
７
回
お
は
な
し
・
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
ク
ー
ル
募
集

　

熊
野
地
方
公
立
図
書
館
等
連
合

会
は
、
熊
野
地
方
在
住
の
方
を
対

象
に
「
お
は
な
し
・
エ
ッ
セ
イ
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

創
作
、
ま
た
は
随
筆
で
、
４
０

化
な
ど
で
あ
り
、
農
薬
を
製
造
・

輸
入
・
販
売
・
使
用
す
る
す
べ
て

の
国
民
に
関
係
す
る
内
容
で
す
。

　

農
薬
は
農
林
水
産
省
の
登
録
の

あ
る
も
の
を
、
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読

ん
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
州
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー


０
５
９
７
│
８
９
│
６
１
２
６

農
薬
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

知
事
と
語
ろ
う

本
音
で
ト
ー
ク

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内

（
ワ
ー
プ
ロ
可
）。
応
募
原
稿
は
必

ず
右
上
隅
を
綴
じ
て
、
別
紙
に
創

作
・
エ
ッ
セ
イ
の
別
を
書
き
、
題

名
・
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
職
業

（
学
校
名
、
学
年
）・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
御
浜
町
中
央
公
民
館

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
締
め
切

り
は
、
９
月
30
日
（
火
）
必
着
。

　

最
優
秀
作
１
編
は
１
万
円
分
の

図
書
券
、
優
秀
作
3
編
に
は
各

5
千
円
分
の
図
書
券
、
佳
作
に

は
2
千
円
分
の
図
書
券
を
進
呈

し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

新
宮
市
図
書
館


０
７
３
５
│
２
２
│
２
２
８
４

中
央
公
民
館


２
│
３
１
５
１
（
担
当 

清
水
）

　

三
重
県
で
は
、
県
民
と
県
と
の

協
働
に
よ
る
三
重
県
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
、
知
事
が
県
内
の
市

町
村
に
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
語
り

合
う
「
本
音
で
ト
ー
ク
」
を
、
今

年
か
ら
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

参
加
に
あ
た
っ
て
特
に
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
意

見
を
事
前
に
い
た
だ
け
る
方
は
、

役
場
総
務
課
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ

シ
の
裏
面
に
ご
意
見
等
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
、
ま
た
は

E
-
m

a
il

で
、
参
加
さ
れ
る
日
の

一
週
間
ほ
ど
前
ま
で
に
お
送
り
下

さ
い
。

　

な
お
、
当
日
参
加
者
多
数
の
場

合
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
中

心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
取

り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
担
当
チ
ー

ム
か
ら
後
日
必
ず
回
答
し
ま
す
。

【
日
時
】

９
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
場
所
】

御
浜
町
役
場
３
階

 

く
ろ
し
お
ホ
ー
ル

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県
広
聴
広
報
チ
ー
ム


０
５
９
│
２
２
４
│
２
７
８
８


０
５
９
│
２
２
４
│
２
０
３
２

E
-
m

a
il:

k
o
h
o
@

p
re

f.m
ie

.jp



1415

向こう側向こう側

6/8

七里御浜
クリーン作戦

7/6

神志山駅前

阿田和ピネ前

わがら元気塾  自主講座（8月分）わがら元気塾  自主講座（8月分）

毎年恒例のクリーン作戦。早朝から、約７５０

名の町民が町内 8ヶ所の集合場所に集まり、海

岸の清掃作業に励みました。今年は、5月の台風

４号による高波で漂着した流木が大量に残って

いたことから、それを数ヶ所に集める作業も同時

に行われました。集まったごみは、可燃物２．５

トン、不燃物３．５トンにもなりました。参加し

てくださった皆さん、ごくろうさまでした。

美しい七里御浜海岸を
守るために・・・

講  座  名 日　　時 場　所 対　象 参加費 その他

太極拳

教　室
〔定員 30 名〕

８月   １日（金）
８日（金）
２２日（金）
２９日（金）

午後７時～８時30分

志原公民館
（２２日以降、変
更になる場合が
あります。）

一　般 １回１００円
（保険料)

《持ち物》
運動のできる
服装

親　子

ふれあい

教　室

８月３０日（土）
午後１時～４時 中央公民館

幼児～一般
※小学生以上は、
子どものみでも
OK！

※幼児は、必ず保護
者同伴でお願い
します。

無　料

《内容》
ビデオ鑑賞と
お話（平和教
育）、料理体験

★町内在住・在勤の方ならどなたでも参加できます。奮ってご参加ください★

†申し込み・問い合わせ先†　教育委員会生涯学習係　わがら元気塾事務局　３－０５２６
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たこ焼きおいしいね！

７/12　神木夕涼み会

福引きは大にぎわい！

７/５　阿田和保育園

７/５　市木保育所

やった！命中！

７/５　志原保育所

７/５　尾呂志夕涼み会

あと一つでビンゴなのに！

夕涼み会

踊りは僕にまかしとけぃ！
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係
　

道
路
を
大
切
に
し
、
住
ん

で
い
る
地
域
や
場
所
を
も
っ

と
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
具
体
的
な
活
動
に

結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
考
え

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
特
色
は
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

中
心
に
し
て
、
市
町
村
な
ど
の
地

域
の
自
治
体
、
そ
し
て
国
土
交
通

省
な
ど
の
道
路
管
理
者
が
効
率
よ

く
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
に
役
割
分
担
を
決
め
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て

シ
ス
テ
ム
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

紀
勢
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、

国
道
42
号
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
愛
称
を
「
み
ん
な
で
創
る　

ほ

ん
ま
も
ん
の
道
」
と
し
て
、
運
動

を
展
開
し
て
お
り
、
現
在
６
つ
の

団
体
が
登
録
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
御
浜
町
で
も
、
42
号

沿
線
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
「
浜
街
道
お
も
う
会
」

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
先
立
っ
て
、
そ
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、「
花
で

う
る
お
う
浜
街
道
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
阿
田
和
地
内
の
植

栽
帯
及
び
そ
の
周
辺
の
環
境
美

化
・
環
境
保
全
活
動
を
行
い
、
御

浜
町
を
訪
れ
る
人
々
の
旅
心
の
う

る
お
い
と
な
る
よ
う
花
の
植
栽
・

清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、
国
道

42
号
利
用
時
に
道
路
陥
没
や
損

壊
等
の
異
常
や
落
下
物
等
の
交
通

障
害
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

鈴 木 ひ ろ み
竹 田 み き 子
永 井 登 美 子
畑 中 美 智 子
下 川 　 順 子
峯 　 　 智 美
田 中 さ か ゑ
更 屋 　 恵 子
畑 野 　 千 里
畑 野 真 由 美
坂 本 さ つ 子
辻 　 満 由 美
西 田 美 智 子
竹 内 　 節 代
西 　 　 稔 子
植 田 　 美 紀
佐 野 美 代 子

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

＊
「
花
で
う
る
お
う
浜
街
道
」　

「浜街道おもう会」の会員の皆さん

協
定
書
に
調
印
す
る
北
裏
町

長
（
左
）
、
鈴
木
ひ
ろ
み
代

表
（
中
央
）
、
高
木
紀
勢
国

道
事
務
所
長
（
右
）

＊「浜街道おもう会」
　会員の皆さん（敬称略）

ボランティア・サポート・プログラム

「浜街道おもう会」が
国道の環境美化活動を！
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（平成15年４月１日～30日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

6月のできごと

御浜町老人クラブ連合会

ふ  れ  あ  い  運  動  会

　６月 27日（金）勤労者体育センターにおいて、
御浜町老人クラブ連合会主催の「ふれあい運動会」
が開催されました。町内の１５の老人クラブから
約３００人のお年寄りが参加し、楽しいゲームな
どを繰り広げました。
　今年度からの新種目「パズルでどっこい」では、
有名人の似顔絵パズルを完成させるのに、みんな
頭をひねりひねり・・・。でも、最後には８人の
似顔絵が見事に出来上がりました。
　元気に体を動かし、大いに笑い、皆、童心に戻
ってはしゃいでいました。

   神志山  



山田　葉
は の ん

乃音ちゃん

一男さ
ん・沢美さ

ん 

東地　葵
あいな

菜ちゃん

正守さ
ん・勝代さ

ん 

精
神
を
集
中
さ
せ
て
…

誰
の
似
顔
絵
に
な
る
か
な
!?

昨年８月から、住民基本台帳ネットワークシス
テムが一次稼動していましたが、８月２５日か
ら、二次稼動します。

８月２５日からできること

(1) 全国どこの市区町村（一部除く）でも住民票

　を取ることができます。

　ただし、本人及び同一世帯の家族に限られ、
　住基カードや運転免許証など、身分を証明する
　ものを窓口で提示する必要があります。
(2) 住基カードの交付

　希望により１枚５００円で交付します。写真
　入りと写真なしの 2種類があります。

†問い合わせ先†
税務住民課　住民係　３─０５１２

地元での就職をお考えの方のための就職相談会
です。Uターン就職希望の方、来春大学等卒業予
定の方、仕事を探している地元の方、企業との出
会いの場です。ぜひお越しください！

【日時】８月１１日（月）午後１時～３時
【場所】パーク七里御浜モール ピネ ３階
【主催】紀南雇用開発会議
†問い合わせ先†
熊野公共職業安定所（ハローワーク熊野）
０５９７─８９─５３５１

　６月の毎週金曜日、わがら元気塾「太極拳教室」
が開催されました。太極拳は、心と体と呼吸のバラ
ンスを大切にしており、疲れたときや気持ちが落ち
着かないときなどに行うと、心身の疲れがとれ精神
が安定してくるそうです。
　毎回子どもから大人まで３０名以上の参加者があ
り、ゆったりとした動きの中で気持ちを和

やわ

らげなが
ら、日常の疲れを癒していました。
　この教室は、大変好評ということで、７月以降も
引き続き開催されています。

わがら元気塾

太　極　拳　教　室

住基ネットの二次稼動が始まります

ふるさと就職相談会
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（１） 白玉粉はよくすりつぶし、スキムミルク、砂糖、塩、豆腐を加

えてよく混ぜる。

（２） 団子に丸めて沸騰した湯の中へ入れる。

（３） 団子が浮き上がってきたら、水にとりあげる。

（４） 黄な粉、青海苔をつけ串にさす。
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平成１５年 ８月１日発行

　真夏の日曜の昼下がり、
サッカー教室での子どもた
ちをキャッチ。大人がまい
るような暑さでも、子ども
たちにはなんのその。必死
にボールを追いかけていま
した。御浜っ子は今日も元
気いっぱいです。子どもは
やっぱりこうでなくっちゃ
ね！

Photo　御浜小学校
グラウンドにて

シュー
ト！！

まちの
風物詩

7月１日現在　人口 10,263人（＋2人） 男4，809人　女5，454人　世帯数4，301戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

ぁ
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み
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す
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大
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水
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ー
ル
の
シ
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ト
張
り
は
、実
行

委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
て
、早
朝
5
時
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。「
な
ぜ
、そ
ん
な

に
朝
早
く
か
ら
？
」と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
が
、
な
ん
せ
、
そ

の
シ
ー
ト
は
75
ｍ
×
25
ｍ
の
一

枚
仕
様
。少
し
の
風
で
も
吹
き
飛

ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。で
す
か

ら
、い
ち
ば
ん
風
が
な
い
早
朝
が

適
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

▼
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
も
、

そ
れ
を
支
え
る
裏
方
さ
ん
の
苦
労

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
、
来
場
者
は
、
マ
ナ
ー

の
あ
る
行
動
を
と
り
た
い
で
す

ね
。 さ

二 　 色 　 団 　 子
高齢者向けサテライト料理教室

材　料（4人分）

豆腐 １/ ８丁

白玉粉 ４０ｇ

スキムミルク １２ｇ

　砂糖 １２ｇ

　塩 少々

黄な粉　　　　　　　　　適宜

青海苔　　　　　　　　　適宜

つまようじ　　　　　　　４本

　『広報みはま』は、御浜町
公式ホームページでも掲載
しています。バックナンバ
ーも取り揃えておりますの
で、是非ご覧ください。
◇御浜町ホームページアドレス◇
http://www.town.mihama.mie.jp/

平成１５年度　御浜町総合防災訓練
【場 所】阿田和小学校グラウンド

【日 時】９月７日（日）午前８時 15 分～ 11 時 30 分

【想定訓練】地震被害想定のもと、避難訓練や初期消火訓練等を住
民主体で実施することを計画しています。

※現在、危惧されている東南海・南海地震は、約１００年から

１５０年間隔で発生しており、今世紀前半にも発生する恐れ

があるとされています。いざと言う時に被害を最小限に防ぐ

ためにも、多数のご参加をお願いします。

†問い合わせ先†　総務課　行政係　３─０５０５




